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皆
さ
ん
は
今
年
の
お
正
月
を
、
ど
の

よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
毎
年
恒
例
な
が
ら
、
元
旦
を

迎
え
た
夜
中
、
家
族
で
市
内
数
か
所

の
神
社
や
お
寺
を
お
参
り
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
び
っ
く
り
し
た
の

は
、
お
の
こ
ろ
島
神
社
へ
の
参
拝
客

が
多
か
っ
た
こ
と
。
四
国
や
京
阪
方

面
の
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
並
び
、
授
与

所
で
は
若
い
女
性
が
縁
結
び
お
守
り

を
買
い
求
め
る
の
に
、
長
だ
の
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
人
気
タ
レ
ン
ト

（
辺
見
え・

・

・

み
り
と
木
村
祐
一
）
同
士

の
縁
結
び
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
神

社
と
し
て
、
テ
レ
ビ
や
ブ
ロ
グ
、
雑

誌
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
大
き

な
原
因
で
、「
え・

・

・

み
り
効
果
」
と
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
賑
わ
い
を
素
直
に
嬉
し
く
感

じ
て
い
る
と
、
若
い
女
性
グ
ル
ー
プ

が
神
社
の
歴
史
や
行
く
道
を
尋
ね
て

き
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
答
え
た
つ
も
り
で
す
。

た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
で
す
が
、
別
れ

際
に
明
る
く
元
気
な
声
で
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
こ
ち

ら
の
方
が
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。（
け
っ
、
決
し
て
、
鼻
の

下
は
伸
び
て
い
ま
せ
ん
よ
）
訪
れ
る

人
に
気
持
ち
よ
く
帰
っ
て
い
た
だ
い

て
、
こ
ち
ら
も
爽
や
か
な
気
分
に
な

る
。
こ
れ
か
ら
も
一
過
性
に
終
わ
る

こ
と
な
く
、
永
続
し
た
い
も
の
で
す
。

　

一
月
か
ら
市
観
光
協
会
主
催
の
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
（
22
頁
参
照
）。

定
員
よ
り
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
活

気
あ
る
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次

回
募
集
の
際
に
は
、
皆
さ
ん
応
募
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
Ｔ
）

ら

か

室

集

編

◆
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル

　
　
（
９
月
11
日
、
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
）

【
兵
庫
県
審
査
】
▽
特
選　

藤
川
嶺
雄
（
市

小
）
▽
入
選　

東
彩
香
（
賀
集
小
）、
濱

本
栞
奈
（
榎
列
小
）

【
南
あ
わ
じ
市
審
査
】
▽
金
賞　

藤
川
嶺

雄
（
市
小
）
▽
銀
賞　

瀧
川
愛
（
賀
集

小
）、
澤
田
若
菜
（
南
淡
中
） 

▽
銅
賞　

平
池
花
音
（
倭
文
小
）、
吉
原
幸
輝
（
広

田
中
）、
中
田
裕
也
（
三
原
中
）

◆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

南
あ
わ
じ
市
小
・
中
学
生

　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
（
１
月
20
日
、
西
淡
公
民
館
）

【
小
学
校
の
部
】
▽
最
優
秀
賞　

東
彩
香

（
賀
集
）
▽
優
秀
賞　

栗
原
沙
希
（
神
代
）、

青
山
文
香
（
同
）、
水
本
了
太
（
倭
文
）

▽
佳
作　

甲
斐
梨
沙
（
八
木
）、
仲
野
裕

生
（
三
原
志
知
）、
平
井
美
織
（
沼
島
）、

松
下
有
沙
（
榎
列
）、
池
田
羽
輝
（
西
淡

志
知
）、
坂
邊
莉
子
（
同
）、

上
田
彩
加
（
市
）

【
中
学
校
の
部
】
▽
最
優
秀

賞　

山
本
香
織
（
広
田
）

▽
優
秀
賞　

福
田
匡
希
（
三

原
）、

山
菜
緒
（
広
田
）、

谷
池
奈
津
美
（
辰
美
）、
中

元
絢
子
（
沼
島
）
▽
佳
作  

前
川
祐
貴
子
（
辰
美
）、
中

元
冴
美
（
沼
島
）、
中
川
さ

つ
き
（
三
原
）、
辻
川
幹
大
（
同
）、
納

義
史
（
倭
文
）

◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会

　
　
　
　
（
１
月
13
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
戦
】
▽
1
部
①
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
―
Ａ

②
ア
グ
リ
淡
路
Ａ
③
阿
波
銀
行
、
東
浦

ク
ラ
ブ
Ａ
▽
２
部
①
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
②

洲
本
ク
ラ
ブ
③
三
原
Ｔ
Ｔ
Ｃ
、
西
淡
Ｔ

Ｋ
Ｕ
▽
３
部
①
三
原
ピ
ン
ポ
ン
②
同
好

会
③
中
川
原
中
学
Ｃ
、
西
淡
ち
り
と
て

ち
ん

【
個
人
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
】
①
白
水
・
飛
松

組
（
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
―
Ａ
）
②
大
霜
・
長

谷
川
組
（
同
）
③
顕
谷
・
岡
本
組
（
東

浦
ク
ラ
ブ
Ａ
）、
尾
方
・
鶴
野
組
（
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
）

◆
大
鏡
餅
競
争
（
餅
持
ち
）
大
会

　
　
　
　
（
１
月
12
日
、
北
阿
万
薬
王
寺
）

①
菊
井
洋
輝
（
北
阿
万
）
②
段
洋
司
（
鳴

門
市
）
③
大
浦
年
文
（
徳
島
市
）

◆
南
あ
わ
じ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
（
１
月
20
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
）

【
タ
ス
キ
リ
レ
ー
60
分
】
▽
小
学
生
男
子

①
神
代
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
Ａ
②
市
小
Ａ

③
松
帆
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
▽
同
女
子
①

キ
ャ
ン
デ
ィ
６
女
神
代
②
キ
ッ
ト
カ
ッ

ト
少
女
バ
レ
ー
③
北
阿
万
６
年
女
子
▽

同
混
合
①
ゆ
う
ま
っ
ち
大
サ
ー
カ
ス
②

市
小
Ｃ
③
市
小
Ｂ
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
①
サ

ト
ウ
フ
ァ
ミ
リ
ー
②
衛
藤
フ
ァ
ミ
リ
ー

③
爆
走
！
藤
田
一
家

【
同
１
０
０
分
】
▽
一
般
男
子
①
ト
ラ

イ
Ｒ
Ｃ
―
Ａ
②
淡
路
広
域
消
防
③
三
原

Ｌ
Ｄ
Ｃ
▽
同
女
子
①
南
淡
中
学
校
女
子

陸
上
競
技
部
②
広
田
中
学
校
（
５
０
３
）

③
倭
文
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
▽
同

混
合
①
ト
ラ
イ
Ｒ
Ｃ
―
Ｂ
②
飛
脚
会
Ｂ

③
フ
レ
ン
ズ

【
１
㎞
】
▽
小
学
１
〜
３
年
生
男
子
①
森

大
輔
（
神
戸
市
）
②
沼
田
祐
作
（
八
木
）

③
村
上
頌
樹
（
賀
集
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
）

▽
同
女
子
①
谷
本
光
（
岡
山
県
）
②
武

井
文
香
（
神
代
）
③
正
木
亜
海
（
松
帆
）

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア
①
山
本
和
久
・
舞

（
阿
那
賀
）
②
武
井
香
・
風
樹
（
神
代
）

③
藤
田
寛
可
・
悠
平
（
市
）
▽
当
日
エ

ン
ト
リ
ー
①
久
野
叶
実
（
倭
文
中
）
②

石
田
武
司
（
京
都
府
）
③
阿
部
萌
乃
（
阿

万
）

【
２
㎞
】
▽
小
学
４
〜
６
年
生
男
子
①
森

遥
平
（
神
戸
市
）
②
丸
添
光
城
（
市
）

③
丸
本
修
平
（
灘
）
▽
同
女
子
①
岡
本

伶
菜
（
阿
万
）
②
松
下
有
沙
（
榎
列
）

③
宇
治
田
笑
奈
（
松
帆
）
▽
一
般
男
子

①
坂
井
孝
（
市
）
▽
同
女
子
①
岡
本
愛

美
（
三
原
中
学
校
）
②
中
尾
ひ
ら
り
（
同
）

③
田
中
優
希
（
同
）

【
３
㎞
】
▽
男
子
①
吉
本
竜
磨
（
広
田
）

②
石
原
宏
明
（
八
木
）
③
平
門
祐
也
（
三

原
中
学
校
）
▽
同
女
子
①
甲
斐
ね
ね
（
京

都
府
）

◆
南
あ
わ
じ
市
新
春
将
棋
大
会

　
　
　
　
（
１
月
20
日
、
西
淡
第
２
庁
舎
）

【
有
段
者
の
部
】
①
堀
巌
允
（
潮
美
台
）

②
柏
木
嘉
之
（
阿
那
賀
）
③
芝
庄
一
（
福

良
）

【
一
般
の
部
】
①
藤
村
啓
治
（
湊
）
②
福

原
義
孝
（
津
井
）
③
武
市
忍
（
広
田
）

【
子
ど
も
の
部
】
①
堀
尊
善
（
潮
美
台
）

②
斉
藤
勇
樹
（
湊
）
③
森
川
優
（
広
田
）

◆
南
淡
新
春
囲
碁
大
会

　
　
　
　
　
（
１
月
20
日
、
南
淡
公
民
館
）

【
Ａ
級
】
①
萩
原
政
夫
（
福
良
）
②
正
井

良
徳
（
神
代
）
③
坂
本
勲
（
湊
）

【
Ｂ
級
】
①
増
田
博
茂
（
神
代
）
②
加
藤

顕
（
洲
本
市
）
③
溝
口
節
夫
（
福
良
）

【
Ｃ
級
】
①
山
本
和
之
（
淡
路
市
）
②
森

本
公
子
（
伊
加
利
）
③
日
比
野
満
（
北

阿
万
）

◆
各
種
大
会
の
結
果
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
か
ら
お
知
ら
せ

男女共同参画入門セミナー・
市民のつどい
　「男女共同参画社会」についての基本的な知識を習得し、

身近な問題として理解してもらうため、南あわじ市と市連合

婦人会、兵庫県等が共催で講座を開設します。（受講無料）

◆定員　各回約50人　

◆申込み　少子対策課☎ 44-3040
※３回シリーズのセミナーですが、１～２回だけの参加も可

回 日程・場所 内　容

１
２月６日（水）
午後２時～４時
南淡公民館

「自分らしく生きる」
県立大学環境人間学部教授 勝木洋
子 

２
２月 14日（木）
午後２時～４時
西淡保健センター

「変える？変わる？わたしのまち」
尼崎市立女性・勤労婦人センター所
長 須田和

３
２月27日（水）
午後２時～４時
三原公民館

「いっしょにつくりましょう！男女
共同参画社会」県立男女共同参画セ
ンター所長 中野則子、他事例発表

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
戦
後
経

済
状
況
の
混
乱
時
に
、
納
税
意
識

の
高
揚
と
市
町
村
の
収
入
確
保
の

目
的
で
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
納
税
意
欲
の
高
ま
り
や

自
主
的
納
付
の
向
上
で
、
創
設
当

初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
、
全
国
的

に
廃
止
の
方
向
で
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
に
お
い
て
も
制
度

を
検
討
し
、
20
年
度
か
ら
縮
小
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
改
正
内
容

　

現
在
、
市
県
民
税
と
固
定
資
産

税
を
１
期
に
全
期
分
を
納
め
る

と
、
２
期
以
降
の
各
納
期
の
税
額

に
未
到
来
の
月
数
一
月
あ
た
り

０
・
６
％
の
率
で
計
算
さ
れ
る
金

額
を
前
納
報
奨
金
と
し
て
交
付
し

て
い
ま
す
。
20
年
度
か
ら
は
こ
の

率
を
０
・
３
％
に
改
正
し
、
報
奨

金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
期
以
降
の
各
納
期
の

税
額
が
20
万
円
（
現
行
30
万
円
）

を
越
え
る
場
合
、
超
え
る
部
分
は

報
奨
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

20
年
度
か
ら
前
納
を
中
止
さ
れ

る
方
や
前
納
を
始
め
る
方
は
、
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

取
引
金
融
機
関
・
市
役
所
総
合
窓

口
・
税
務
課
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

前
納
報
奨
金
制
度
を
縮
小
し
ま
す

　

20
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
徴
収
方
法
が
、
普
通
徴
収
と

特
別
徴
収
の
方
法
に
改
正
さ
れ
ま

す
。
老
齢
等
年
金
給
付
か
ら
特
別

徴
収
す
る
場
合
は
、
７
月
中
に
国

民
健
康
保
険
税
額
を
年
金
保
険
者

（
社
会
保
険
庁
等
）
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
第
２
期

の
納
期
を
８
月
か
ら
７
月
に
改
正

し
ま
す
。

１
期　

４
月
（
変
更
な
し
）

２
期　

７
月

３
期　

10
月
（
変
更
な
し
）

４
期　

12
月
（
変
更
な
し
）

５
期　

２
月
（
変
更
な
し
）

国
民
健
康
保
険
税
の
第
２
期
納
期
の
変
更

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
料
番
組
サ
ー
ビ
ス
（
デ
ジ

タ
ル
）
加
入
予
約
受
付
中

　

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
の
魅
力
を

い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
だ
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
よ
る
新
し
い
有
料
番
組

サ
ー
ビ
ス
が
、
４
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
ぜ
ひ
加
入
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
現
在
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
窓

口
で
、
予
約
申
込
み
を
受
付
中
で

す
。
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。
ご

案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
申
込
先
着

三
百
名
様
に
福
袋
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

緑
・
南
淡
エ
リ
ア
の
ケ
ー

ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加

入
予
約
受
付
中

　

西
淡
・
三
原
エ
リ
ア
で
、

２
３
０
０
件
が
加
入
中
の
さ
ん
さ

ん
ネ
ッ
ト
の
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
。
緑
・
南
淡
エ

リ
ア
の
皆
さ
ん
へ
は
、
４
月
に

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
低
料

金
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
初
心
者
向

け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
ぜ
ひ
加
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
現
在
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

窓
口
で
、
予
約
申
込
み
を
受
付
中

で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
電
話
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
！

　

緑
・
南
淡
エ
リ
ア
の
宅
内
工
事

が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
各
庁

舎
な
ど
の
公
共
施
設
の
工
事
も
、

ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
加
入

者
間
の
電
話
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
通

話
料
無
料
の
ケ
ー
ブ
ル
電
話
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

広
報
南
あ
わ
じ
１
月
号
、
11
頁

に
記
載
の
「
税
源
移
譲
に
よ
り
、

住
民
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
対

象
者
」
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
段
目
①
の
文
末
、「（
誤
）
少

な
い
」
↓
「（
正
）
多
い
」

　

３
段
目
②
の
文
末
、「（
誤
）
そ

れ
以
上
に
な
る
」
↓
「（
正
）
そ

れ
以
下
に
な
る
」

訂
正
と
お
詫
び

▲155kgを抱え86.15ｍ運び、８連覇
　を果たした菊井さん

▲新春将棋大会




